
                                      

 

 

 

 

暑い季節がやってきました。暑い日が続くので熱中症に注意しなくてはなりません。 

水分補給や体調管理に気を付けながら、涼しい時間帯は外遊びをして、暑さに負けない 

体づくりを心がけましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                          

                         

アトピーや汗疹、虫刺され、すり傷などを手で触ったりかいたりす

ると 

皮膚の表面に複数の細菌が付着して繁殖し、皮膚がただれたり、水

疱になったり、かさぶたになったりします。なかでも黄色ブドウ球

菌は 

高温多湿を好むため、夏になると流行します。 患部を触った手で体の他の場所に触れると、感染がさらに広がります。 

ガーゼなどで覆って、患部に直接触れないようにしましょう。状態がひ

どい 

場合は医療機関に相談し、内服の抗生物質を処方してもらいます。 

子供の間で感染しやすいので、家庭でもタオルの共有や、兄弟との入浴

は 

控えましょう。虫刺されやすり傷などは放置せず、しっかりと消毒をし

て 

清潔にし、とびひにならないように注意が必要です。汗をかいたらこま

めに 

着替え、爪は短く切り、毎日シャワーを浴びて体を清潔に保つことが一

番の 

予防法となります。 

とびひ 
 

ウイルスの感染によってできる「いぼ」の一

種で水疱が体全体に散っていることもあれ

ば、部分的に固まって発症することもありま

す。乾燥肌やアトピー性皮膚炎の人が、かか

りやすい傾向にあるようです。時間はかかり

ますが、自然治癒します。爪を短く切って清

潔にしておき、患部をかいて 

水いぼをつぶしたりしないようにしましょ

う。 

水いぼ 

虫除け対策 

子どもは皮膚の抵抗力が弱いので、虫刺ささ

れが原因で、とびひなどの皮膚病になって 

しまうことがあります。網戸に虫除けスプレ

ーをしたり、虫の嫌う香りのローズマリーの

鉢を置いたり、虫除けパッチやリストバンド

を身に着けさせるなど、ご家庭でも簡単にで

きる虫除け対策を行いましょう。また、外出

時や登園前に虫除け（スプレータイプやウェ

ットティッシュタイプなど）を行うのも効果

的です。 
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